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自他理解を深めることによる学級内での不安軽 減の効果について

構成的グループ・エンカウンターの活用を通してー

I 問題と目的

松本 幸子(長崎大学大学院教育学研究科教職実践専攻)

内野 成美{長崎大学大学院教育学研究科)

文部科学省が発表した平成 22年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の

諸問題に関する調査」結果によると、中学校の不登校生徒は依然 9万人を超

える状況であり、不登校のきっかけとなった理由については、本人に係わる

理由の中で『不安などの情緒不安定Jが 1位で 22.1%を占める。不安とは、

自己存在を脅かす可能性のある破局や危機を漠然と予測することに伴う不

快な気分の事と定義され、適度な不安は、生きる上で危険を予測し備えると

いった人聞を適切な行動に導く動因となることが多いが、過度の不安が長期

間にわたり継続するとストレス状態になるとされる。また、不安への対処と

しては、情報の公開が決め手となるという指摘もある(海保 ・宮本， 2006). 

エリクソンの心理社会的発達段階によると、青年期の発達最重要課題は

I外から与えられた自分の姿Jを客観的に見つめなおし、それが本当に自分

自身を表しているのかを吟味し、「これから生きていこうとする主体的な自

分、つまり、自分が認めた真の自分Jを再構成することにあるとされる。対

人不安は、自分と他者との対人関係上で起こる不安状態であり、アイデンテ

ィティ課題のある青年期にもっとも発生率が高くなることが予測される。

また、対人不安という点に関しては、日本の文化そのものが対人不安を喚

起しやすい文化だと言われおり、日本人の『自己Jに対する考え方の特徴と

して、木村(1972) は、 f自分が現在の自分であるということは、決して自

分自身の「内部Jにおいて決定されることではなく、常に自分自身の f外部J

において決定される。自己の根源は自己の外部にある」とした.

これらのことから、学級内の活動において、自己を見つめ、お互いの自己

開示による特性を肯定的に理解し、評価し合う活動は、発達段階の視点から

も日本人としての文化の視点からも不安を軽減するのに有効な手段である

と考えた。

さらに、 7 ズローの欲求 5段階税に当てはめるならば、不登校に陥る生徒

の多くは、安全の欲求、所属と愛の欲求、承認の欲求が、学校生活において

満たされないことで不安が増大し、自宅という本人にとっての安全な場所へ

向かい、不登校等の不適応に陥りやすくなっているとも考えられる.学級全

体において他者から肯定的評価を受ける活動を通して、生と個人の不安が減

少すればするほど、必然的にその学級集団が、多くの生徒の 3つの欲求を満
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たす集団に近づく。つまり、自他理解活動と相互評価を行う活動を行い生徒

個人の学級適応度と望ましい学級集団づくりを目指すことにより不登校傾

向を予防する取り組みとなるのではないかと考えた。

そこで本研究では、構成的グループ・エンカウンターを活用し、表面的な

自他理解ではなく、より個々のパーソナリティに迫れるような性格や行動特

性についての自他理解活動と相互評価に特化した 4時間のプログラムを組ん

で授業を実施する。その自他理解活動の授業実践が生徒の不安軽減にどの程

度つながるのかを検証するとともに、不安軽減の結果に伴う学級集団変容の

把握を目的とした。

E 方法

( 1 )調査協力者

長崎県内の公立 X中学校の 3年生において実施した。実験群を 1学級 27

名に設定し、残り 2学級 55名を統制群とした。実験群には、自他理解プロ

グラム 4時間を実施し、統制群においては介入を行わなかった。人数は両群

ともプログラム実施前後のデータが揃い、比較可能な数字とする。

( 2 )効果指標

①日本 版 STAIC 子ども版状態 ・特性不安調査]

曽我(1983) による、子ども版状態不安尺度 20項目 (3件法)を実施

した。標準化された日本版 STAICは、状態不安を測る 20項目と特性不安

を測る 20項目の計 40項目で成り立っているが、授業前後の心理状態の把

握を目的とすることから、状態不安特性を測るための 20項目のみを利用

した。プログラムのメインとなる 2時間目 ・4時間自の授業前後において、

実験群のみに行った。

② f楽しい学校生活を送るためのアンケート Q-UJ(Q-Uアンケート)

河村 (1998)による、「楽しい学校生活を送るためのアンケート Q-U

Questionnaire -U tili tiesJを、学級の状態を知るために全実践の前後に実

施した。

( 3 )介入時期

平成 23年 10月 17日 ・24日， 11月 1日 ・22日 全 4時間

(4 )プログラム

プログラムは構成的グループ ・エンカウンターを活用し、第 1次・第 2

次に内容別に分け、それぞれ 2時間ずつ全 4時間の構成とした。

① 第 1次 性格分析をもとに自己特性について他者からの評価を受ける

活動
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1時間目は、肯定的な 25の言葉の中から、自分のイメージに該当

する言葉をいくつか他者に選択し評価してもらう活動を行った。

2時間目は、アメリカの精神科医エリック ・パーンの交流分

析を応用して作成された性格テスト「エゴ グラムj を用い、自

己の性絡特性を自己分析から客観的にとらえ、結果を他者に開示する。

その結果について、他省から行定的な評価をしてもらう活動を行った。

第 1次の主活動とした。

② 第 2次 自己の感じる欠点や短所の見方を、他省の言葉によって変え

る活動

3時間目は、多くの例を出しながら、 一つの物事を闘定した視点

で見ない

大切さを伝え、見方を変えるための発相の転換練習を行った。

4時間目は、自分の欠点、できないこと、コンプレックスを可能な

範囲でワークシートに表出させ、他者から肯定的視点に変えてもらう

fリフレーミングj の活動を行った。第 2放の主活動とした。

(5 )実験鮮における構成的グループ・エンカウンターの実施において

自己開示は心理的抵抗も伴うものでもある(片山. 1996) との研究も

あり、構成的グループ・エンカウンクーにおける自己開示においては、無

理強いをさせない配慮を行っている。また、中学生は青年期の自己形成時

期にあたり、心理的な不安定さや、物事の意誌や価値を自分で判断しよう

とする姿勢もみられてくることから、活動への取り組み姿勢を高めるため

に、理論の説明や活動の意図と価値を活動前に伝えるなど、目的表象を持

たせることを意識した授業実践を行った。また、週に 1度、生徒 1人ずつ

の話を学級で聞く活動や、大きな行事の後に 1人 1人の頑張りを認め合う

活動が、プログラム実施期間中学級担任により取り入れられている。

田 結果

( 1 ) STAIC 日本語版不安状況調査 実施結果

第 1次、第 2次のメインとなる 2・4時間目俊業前後に調査を行った結

果、授業後には平均点が第 1次においては 5.8点、第 2次においては1.4

点上昇していた。この結果について、 t倹定を行った結果、下表のとおり、

それぞれ 1%、5%の有意義が確認された。生徒たちの状況不安の軽減につ

ながったことが示された。
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(Table1] STAIC結果の t検定

変数
軍苛宿

n 

第 1次 2時間目 27 

市
22.741 

(8.641) 
16.458 

第 2次 4時間目 24 (5: (72) 

カッコ内は標準偏差

盆ι-
28. 556 

(目。 050)
17.833 

(4.198) 

差 t値 片個 P植 判 定

5. 815 5.5519 0.000日 本 *

1. 375 l.9674 O. 0307 * 

** p(. 001 *p(. 005 

( 2) r楽しい学校生活を送るためのアンケート JQ~U アンケートからの考察

学級満足度尺度における実験鮮と統制群のプロットの移動状況を比較

すると、実験群の分布が全体的に右上側に動いてきている。学級生活満足

群 14%の増加に加え、学級生活満足群と非承認群を合わせた人数も合計

89%となり、被侵害得点が高い生徒も少ないことから、学級内でのノレーノレ

が共有化 ・定着してきており、多くの生徒が学級内で、安心して過ごせる

という雰囲気ができていると考えられる。

実験群実施前

[F i guret]プロットの推移

(3) QーU アンケート学級満足度尺度の検定結果より

①「組j の各水準における「尺度j の t検定

9 

26 

各尺度の項目の結果について、学級内の有意差を見るために t検定を行っ

~236ー



た。学級満足尺度の「承認得点」に l酒、「被侵害得点」に坊の有意差が確認

された。

[Table21宇級満足度尺度の t検定

変数 平均値 平均値 差 t f直 片側 P値判定
前 後

ij!;認感得点
32.778 35.407 

(7.062) (8. 191) 
2. 630 2. 6069 0.0075 本*

被侵害感得 17.630 15.222 
2.407 2.4031 0.0118 * 

点 (6. 128) (4.693) 

カッコ内は標準偏差 n=27 ** p(.OOI *p(.005 

②「回数Jの各水準における「組」の単純主効果の検定

実施前後における実験群と統制群の単純主効果の検定を行った。 その結果、実

施後の「承認感得点」に時の有意差、「被侵害得点」に I唱の有意差が確認された。

これらからも、級友や教師など周囲から認められていると感じている生徒、学級

の中で安心して過ごせると感じている生徒が増加した。

[Table31学級満足度尺度目単純主効畢検定

変数
実施前 実施後

F値 P値 判定 F 値 P値 判定

承認得点 0.0198 O. 8883 5.2512 0.0232 * 

非侵害得点 2. 7648 O. 0983 11.1303 0.0011 *本

** p<. 001 キp<.005 

承認得点 被侵害得点

承eH.4Pl貸住 1*侵嘩帯""酒ffi:

[Figure21承毘得点・被侵害得点の比較
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[Figure31学校生活意欲尺度の推移

(4) Q-Uアンケート学校生活意欲尺度の検定結果より

①「組」の各水準における「尺度」の t検定

各尺JJfの項目の結果について、学級内の有意、差を見るために L検定を行った。

「教師との関係」に問、「学級との関係」に l事の、「進路意識」に 1%，r学校生活

意欲尺度の総剖」に l唱の有意差が出ている。ただし、進路選択を目前に控えた中

学 3年生の II)iに実施していることから「進路意識」は実験群のみならず統制鮮

ともに上昇しており、実験群 ・統制a宇における有意差は見られなかった。

[Table41学校生活章敏尺度 実施群のt検定

変数 平 均 値 2藍 t値 片側 P値 判定
前 後

友人との関係 17. 296 17.481 0.185 0.3167 O. 3770 
(2.250) (2.765) 

学習意欲 14.519 14.963 0.444 0.9469 O. 1762 
(2.563) (3.311 ) 

教師との関係 13.333 14.963 1.630 2.4511 0.0106 • 
(3. 282) (3.414) 

学級との関係 15.519 17.259 1. 741 2.7216 O. 0057 •• 
(3.620) (2.521 ) 

進路意識 13.778 15.222 1. 444 2.9468 O. 0033 • • 
(4.815) (4.060) 

カッコ内は標準偏差 n;27 キ.p(.OOI *p(.005 
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②「回数」の各水準における「組j の単純主効果の検定

実施前後における実験群と統制群の単純主効果の検定を行った。 その結果、

実施 2回目の「教師との関係Jr学級との関係Jにおいて l世の有意差が認められた。

[Tabl.SJ実施前後における実施群と統制群の単純主効果検定

--・のm

実施後

F値 Pイ直 判定

0.4270 0.5144 
3. 3690 O. 0683 

7. 3852 0.0073 *キ

11. 7683 O. 0008 ** 
1. 0416 O. 3090 

*キ p<.OOI *pく.005

教師との関係の変化

-置とZ濁闘の園E

目的変数
実施前

F値 P値 判定

友人との関係 O. 1079 O. 7430 

学級意欲 1. 0709 0.3023 
教師との関係 O. 2369 0.6271 

学級との関係 1. 6727 O. 1978 
進路意識 O. 1908 O. 6628 

友人との関係の変化 学習意欲の変化

s

・
d

・uFu--z
・・2
・

a
T
a
司
瓜

怠人包咽・..，聞t

..・・・
E高司盲

学級との関係の変化 進路意識の変化

.... 別・.."町k 泊・2・院湖町t

[Figur.4J学級章欲尺度由推移

W 考察

STAICの結果、授業実施後は実施前より状況不安の軽減という結果がみられた。

さらに、学級集団の変化を見る Q-Uアンケートにおいても、学級満足度尺度の「承

認得点Jr被侵害得点j で、それぞれに上昇 ・減少がみられ、実験鮮では学級でも

満足度が、上がったことが示された。それに関しては、学校生活意欲度尺度の「学

級との関係」において点数の上昇がみられたことからも示されている。

これらのことからも、自他理解活動プログラムを通して、生徒たちの状態不安

の軽減、及び、学級での満足度の上昇につながるという結果が得られたのではな
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いかと考える。 自他理解に特化しプログラムした構成的グループ・エンカウンタ

ーの実践は、個々の状況不安を軽減すると同時に学校不安の軽減にもつながるこ

とがいえるであろう。このことは、不登校対応の一助となりうると考える。

特に STAICの結果の個々の不安軽減の変化からすると 4時間プログラムの実践

の影響が出ていることが推察される。最後の生徒たちの自由記述アンケートの中

からも充実した活動の様子や学級の変容、気持ちの安定が感じられた。

今回の実践においては、生徒の実態を杷握したうえでの用意を、周到に確認し

て授業を行ったつもりではあったが、実際には全ての活動に参加できない生徒、

参加したくない生徒も存在した。構成的グループ エンカウンクーでは、参加を

しないことも権利として認められている。そのため、その気持ちも噂重しつつ活

動を行うと、活動自体には参加できなかった生徒も、授業の最後には、「授業を受

けることができてとてもよかったと思う。」という感想を最後に残すなど、活動の

中で感じ取ったものはあったと考えられた。このような心理的な安定を図るため

の取り組みは、早期から定期的 ・計画的に学校教育の場に浸透が望まれることで

あると考える。

構成的グループ・ヱンカウンターを取り入れた活動は、中学生にとって、ゲー

ム等遊び感覚のものや、体に触れ合うものなど、実践に抵抗感が生まれやすいエ

クササイズ等もあり、内容によっては効果が上がりにくい年代であるという難し

い 面もある。しかし、自他理解活動を中心としたエクササイズに関しては、青

年期という不安の大きい時期だからこそ、不登校への予防的な取り組みと Lても、

計画的・継続的に実施すべき内容であると考える.
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